
Ｃ
Ｏ
２

削
減
へ
実
効
あ
る
取
り
組

み
が
急
が
れ
る
な
か
、「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
」（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
係
数
）が

注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
」

と
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
灯
油
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

減
量
は
同
一
の
尺
度
（
原
単
位
）
で

測
る
べ
き
だ
が
、
実
は
尺
度
が
二
つ

あ
る
。「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
」
の
算
定
に

は
「
全
電
源
平
均
（
火
力
発
電
所
か

ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
÷
原
子
力
・
火

力
・
水
力
な
ど
全
発
電
所
の
発
電
量

を
も
と
に
し
た
販
売
電
力
量
）」
原

単
位
を
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
」
の

原
単
位
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
を
設

け
な
か
っ
た
た
め
、「
全
電
源
平
均
」

だ
け
で
な
く
「
火
力
平
均
（
火
力
発

電
所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
÷
火
力

発
電
所
の
発
電
量
）」
原
単
位
も
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
ど
ち
ら
の
尺
度
を
使

う
か
で
削
減
量
に
差
が
出
て
し
ま
う
。

例
え
ば
系
統
電
力
（
電
力
会
社
が
供

給
す
る
電
気
）
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
切
り
替

え
た
場
合
、
大
き
な
削
減
効
果
が
得

ら
れ
る
と
宣
伝
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
推
奨
側
は
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
の
算
出
に
「
火
力
平

均
」
の
適
用
を
主
張
。
そ
の
論
拠
と

し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
「
マ
ー
ジ
ナ

ル
電
源
＝
火
力
説
」
だ
。
つ
ま
り
日

本
の
系
統
電
力
は
、
原
子
力
や
水
力

が
ベ
ー
ス
需
要
を
担
っ
て
お
り
、
コ

ー
ジ
ェ
ネ
採
用
で
系
統
電
力
の
使
用

が
減
れ
ば
、
火
力
発
電
を
止
め
て
対

応
す
る
と
い
う
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
電
源

＝
火
力
説
」
は
、
一
見
、
正
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
系

統
電
力
は
、
す
べ
て
の
需
要
の
合
計

を
計
算
す
る
尺
度
と
な
る
も
の
。
電

気
の
場
合
、ユ
ー
ザ
ー
が
一
kWh
の
電
気
を

使
う
際
に
発
電
所
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量
を
指
し
、
例
え
ば
関
西
電
力
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
原
単
位
は
、
〇
・
三
六
六

㎏-

Ｃ
Ｏ
２

／
kWh
（
二
〇
〇
七
年
度
実

績
）。つ
ま
り
、
関
西
電
力
と
契
約
し

て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
は
、
こ
れ
に
電
力

使
用
量
を
掛
け
れ
ば
、
自
分
が
使
用

し
た
電
気
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
が

わ
か
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
改
正
省
エ
ネ
法
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す

る
法
律
）」
で
指
定
さ
れ
た
、
一
定

以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
事
業
所

に
は
、「
温
対
法
（
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）」
で
年

一
回
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
」
の
報
告
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
を
削
減
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
「
削
減
量｣

を
任
意
に
報
告･
公

表
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

自
ら
の
環
境
対
策
の
成
果
を
強
調
し

た
い
企
業
は
、
こ
の
「
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
量
」
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
公

表
し
始
め
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
お
か
し
な
こ
と

が
起
き
る
。
本
来
な
ら
排
出
量
と
削

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
約
一
・
三
億
ト
ン
―
―

温
暖
化
対
策
の
切
り
札
と
も
言
わ
れ

る
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」。
し
か
し
、
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
と
は
何
か
、
な
ぜ
環
境

に
優
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
空
気
中
な
ど
に
あ
る
熱
（
ヒ
ー

ト
）
を
汲
み
上
げ
（
ポ
ン
プ
）、
冷

暖
房
や
給
湯
な
ど
に
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
。「
熱
」
は
温
度
の
高
い
と
こ

ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
と
自
然
に
移

動
す
る
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
こ
の
原

理
を
応
用
し
た
も
の
で
、
し
く
み
は

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
シ
ス
テ
ム
内

に
冷
た
い
部
分
と
熱
い
部
分
を
つ
く

っ
て
や
れ
ば
、
勝
手
に
「
熱
」
が
移

動
（
汲
み
上
げ
）
し
て
く
れ
る
の
だ
。

　

で
は
ど
う
や
っ
て
「
冷
た
い
部
分

と
熱
い
部
分
」
を
つ
く
る
か
と
言
う

と
、
こ
れ
も
実
は
単
純
で
、「
気
体

は
圧
縮
す
る
と
温
度
が
上
が
り
、
膨

張
す
る
と
温
度
が
下
が
る
」
と
い
う

性
質
と
、「
液
体
は
熱
を
与
え
る
と

蒸
発
し
気
体
に
、
気
体
は
熱
を
奪
わ

　地球環境
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値
に
対
し
て
、
経
済
性
や
応
答
性
の

異
な
る
電
源
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ

て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
ユ
ー

ザ
ー
に
特
定
の
電
源
で
供
給
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

系
統
電
力
の
ユ
ー
ザ
ー
が
契
約
を
解

約
す
る
際
に
火
力
を
止
め
る
の
な
ら
、

契
約
を
結
ぶ
際
に
は
火
力
を
焚
き
増

す
こ
と
に
な
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
「
あ
な
た
が
入
る
と
Ｃ
Ｏ
２

が
増
え

る
」
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
こ
と
な

ど
、
も
ち
ろ
ん
な
い
。　

　

従
っ
て
、
新
規
契
約
の
年
に
全
電

源
平
均
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
報
告
し

た
ユ
ー
ザ
ー
が
、
契
約
を
終
了
し
た

か
ら
と
い
っ
て
削
減
分
だ
け
火
力
平

均
で
報
告
す
る
の
は
理
屈
に
合
わ
な

い
し
、
尺
度
が
違
え
ば
削
減
量
が
排

出
量
を
上
回
る
と
い
う
矛
盾
す
ら
起

き
て
く
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
実
効
あ
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
策
で
あ
り
、
見
せ
か
け
の

削
減
量
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
い
。

日
本
の
電
力
会
社
は
七
〇
年
代
の
石

油
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、
化
石
燃
料
一

辺
倒
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
電
源

の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出

し
な
い
原
子
力
な
ど
非
化
石
燃
料
の

比
率
は
、
二
〇
〇
六
年
度
で
は
約
四

割
（
関
西
電
力
は
約
五
七
％
）
と
な

り
、
日
本
の
系
統
電
力
は
世
界
有
数

の
「
地
球
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
う

し
た
「
系
統
電
力
の
環
境
性
」
を
適

切
に
評
価
し
、
温
暖
化
対
策
を
実
効

性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
ど
の
よ
う
な

機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
選
択
す
べ
き
か

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
正

し
い
尺
度
で
測
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

り
、
全
電
源
平
均
で
の
統
一
こ
そ
が

当
然
だ
と
考
え
て
い
る
。

た
な
か　

し
ゅ
ん
ろ
く

東
海
大
学
名
誉
教
授

一九
三
八
年
三
重
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
理

工
学
部
卒
、
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博

士
課
程
単
位
取
得
。
工
学
博
士
。
東
海
大

学
工
学
部
建
築
学
科
教
授
、
工
学
部
長
、
学

長
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
退
官
。
著
書
『
温

対
法
と
省
エ
ネ
法
の
原
単
位
問
題
│
「
全
電

源
平
均
」
と
「
火
力
平
均
」』『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
概
論
』『
図
解
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ 

地
球
温

暖
化
防
止
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ・蓄
熱
技
術
』な
ど
。

　地球環境
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（注）2005年度以降の数値は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」上の「温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」に基づき計算しています。
　   なお、本制度ではグリーン電力証書などのCO2削減価値は考慮されておりません。

使用（販売）電力量  単位：億kWh  　　　 CO2排出係数  単位：kg-CO2/kWh 　　　  CO2排出量  単位：万t-CO2

（年度） 1990 2003 2004 2005 2006 2007 2008～12［平均］
 4,261 3,656 5,159 5,272 4,981 5,499

0.353

1,206 1,402
1,449 1,471 1,473 1,504

0.261

0.356 0.358
0.338

0.366

0.282
程度

❷の大気熱＋❶の電力＝❸得られる給湯エネルギー

大気熱
❷

❶電力

❷＋❶
＝❸

空気から
熱を吸収

膨張弁

熱交換器
（空気用）

熱交換器
（水加熱用）

圧縮機（コンプレッサー）

CO2冷媒
サイクル

関西電力のCO2排出係数の推移

ヒートポンプのしくみ（エコキュート）
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れ
る
と
凝
縮
し
液
体
に
な
る
」
と
い

う
性
質
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
。
例

え
ば
エ
ア
コ
ン
の
場
合
、
室
内
機
と

室
外
機
を
結
ぶ
パ
イ
プ
内
に
熱
を

運
ぶ
物
質
（
＝
冷
媒
）
を
循
環
さ
せ
、

こ
れ
を
膨
張
さ
せ
た
り
圧
縮
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
冷
房
時
に
は
室
内
の

熱
が
冷
媒
を
伝
っ
て
外
に
移
動
（
室

外
機
は
熱
く
な
る
）、
逆
に
熱
を
奪

わ
れ
た
冷
気
が
室
内
に
吹
き
出
さ
れ

る
。
暖
房
時
は
こ
の
循
環
を
逆
に
す

れ
ば
い
い
。

　

そ
し
て
、
例
え
ば
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（
消
費

電
力
量
に
対
し
て
得
ら
れ
る
熱
量
の

割
合
）
が
「
６
」
の
エ
ア
コ
ン
の
場

合
、
圧
縮
・
膨
張
に
「
１
」
の
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
だ
け
で
、「
５
」

の
熱
を
空
気
中
か
ら
汲
み
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、「
１
＋
５
＝
６
」

の
冷
暖
房
効
果
が
得
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
よ
り
大

き
な
熱
を
得
ら
れ
る
の
が
最
大
の
特

徴
。
だ
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
「
環

境
に
優
し
い
」
の
だ
。

　

し
か
も
日
本
の
系
統
電
力
は
、
発

電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な
い
非
化
石

燃
料
の
比
率
が
高
く
、
化
石
燃
料
を

使
う
火
力
発
電
も
、
最
新
の
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
な
ど
は
発
電

効
率
が
高
い
。
だ
か
ら
「
系
統
電
力

＋
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
の
組
み
合
わ
せ

は
、
極
め
て
高
効
率
で
環
境
負
荷
の

低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
言
え

る
。

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
歴
史
は
古
く
、

既
に
百
年
ほ
ど
前
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
た
が
、
特
に
近
年
の
技
術
革
新
は

目
覚
ま
し
い
。
一
九
九
九
年
の
改
正

省
エ
ネ
法
に
よ
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
の
採
用
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
上
昇
の

一
途
。
北
海
道
な
ど
寒
冷
地
で
使
用

で
き
る
機
種
も
登
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
熱
交
換
を
行
う
冷
媒
に
は

従
来
、
フ
ロ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
近
年
は
オ
ゾ
ン
破
壊
係
数
ゼ
ロ

の
新
冷
媒
が
次
々
と
登
場
。
な
か
で

も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯
機
「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」
で
一
躍
注
目
を
集
め
た

自
然
冷
媒
Ｃ
Ｏ
２

は
、
も
と
も
と
自
然

界
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
オ
ゾ
ン
層

も
破
壊
せ
ず
、
給
湯
加
熱
に
適
し
た

特
性
を
備
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
優
れ
た

点
は
、
利
用
で
き
る
熱
源
が
多
い
こ

と
だ
。
空
気
中
の
熱
は
も
ち
ろ
ん
、

海
水
や
河
川
水
、
下
水
排
熱
、
地
中

熱
な
ど
、
大
半
の
「
ぬ
る
い
熱
」
が

利
用
可
能
だ
し
、
そ
の
用
途
も
空
調

や
給
湯
、
冷
凍
、
冷
蔵
、
乾
燥
、
蒸

気
利
用
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。「
熱
」

と
い
う
と
熱
い
も
の
を
思
い
浮
か
べ

が
ち
だ
が
、
絶
対
零
度
（
マ
イ
ナ
ス

二
七
三
℃
）
以
上
の
温
度
帯
に
は

「
熱
」
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
熱
を
集
め
て
活
用
す
る
の
が
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
だ
。

い
ば
も
と　

た
だ
ひ
こ

東
京
電
機
大
学
未
来
科
学
部
建
築
学
科
教
授
・

理
事
、
㈳
空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
会
長

一
九
四
七
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
北
海
道
大

学
工
学
部
卒
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
東
京
電
機
大
学

工
学
部
建
築
学
科
教
授
、
工
学
部
長
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
著
書
『
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ

ム　

計
画
と
設
計
』『
躯
体
蓄
熱
』『
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
』
な
ど
。
㈶
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー
技
術
顧
問
も
務
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
高
く
、
し
か

も
日
本
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
は
世

界
で
最
も
進
ん
で
い
る
。
仮
に
日
本

全
体
の
空
調
・
給
湯
需
要
を
す
べ
て

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
器
で
賄
っ
た
場
合
、

削
減
で
き
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
一
・

三
億
ト
ン
―
―
京
都
議
定
書
の
第
一

約
束
期
間
に
日
本
が
削
減
す
べ
き
量

の
、
実
に
八
割
以
上
（
二
〇
〇
六
年

度
排
出
量
を
も
と
に
算
定
）
に
相
当

す
る
。

　

な
ら
ば
こ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は

な
い
。
産
業
分
野
に
比
べ
対
策
が
遅

れ
て
い
る
家
庭
や
業
務
用
分
野
の
Ｃ

Ｏ
２

削
減
を
推
し
進
め
る
た
め
に
も
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
有
効
性
を
広
く

人
々
に
訴
え
、
普
及
を
加
速
さ
せ
る

こ
と
が
、
今
こ
そ
必
要
に
な
っ
て
い

る
。題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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「
私
、
今
日
は
こ
ん
な
格
好
（
ス
ー
ツ
）
で
す
が
、
本
当
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
と
長
靴
姿
が
一
番
似
合
う
ん
で
す
」。
九
十
一
歳
の
笹
島
信
義
さ

ん
は
取
材
当
日
、
開
口
一
番
こ
う
言
っ
て
、
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
黒
四
」
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
大
破
砕
帯
に
挑
ん
だ
現
場
指

揮
官
、
映
画
『
黒
部
の
太
陽
』
で
石
原
裕
次
郎
さ
ん
が
演
じ
た
役
の
モ

デ
ル
に
な
っ
た
方
で
す
。
今
年
は
黒
四
竣
工
四
十
五
周
年
。「
エ
コ
ル

ー
ツ
紀
行
」
で
黒
部
を
訪
ね
た
後
藤
正
治
さ
ん
が
黒
四
建
設
を
「
戦
後

版
・
坂
の
上
の
雲
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
が
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
進
ん
だ
頃
に
比
べ
、
今
、
複
雑
化
す
る
時
代
の
な
か
で
私
た

ち
は
多
様
な
局
面
で
新
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

一
九
七
五
年
に
始
ま
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
も
、
三
十
三
年
を
経
て
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
取
材
し
続
け
て
い
る
嶌
信
彦
さ
ん

と
、
澤
昭
裕
さ
ん
、
中
西
寛
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
「
鼎
談
」

で
は
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
後
の
日
本
の
環
境
戦
略
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
話
の
中
で
垣
根
を
超
え
た
「
知
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
」

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
例
え
ば
大
阪
大
学
で
は
鷲
田
清

一
総
長
の
も
と
、
新
し
い
社
学
連
携
の
試
み
も
進
展
。「
ル
ポ
」
で
は
、

少
子
化
時
代
の
大
学
の
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
へ
―
―
世
界
も
日
本
も
関
西
も
季
節
の
変
わ
り
目
・
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
る
な
か
、『
躍
』
第
２
号
が
、
よ
り
実
り
多

い
「
秋
」
に
向
け
た
思
考
と
行
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。


